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研修会

研究過程

回 期日 テーマ及び講師 会場 人数

１ ５月 14日（水）

「たのしく・たくましく・たいせつに」過ごす

ために
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第１回　新任教職員研修会並びに歓迎会

月　日　平成 20 年５月 14 日（水）

場　所　高津市民館　ホール

講　師　高橋　かほる先生

（聖徳大学児童学部准教授）

テーマ：『たのしく・たくましく・たいせつに』

　　過ごすために

俯瞰図番号　B1 －Ⅰ

１．開会のことば

２．会長挨拶　井上　久先生

・川崎市幼稚園協会は市内 85 園が 100％加

盟している団体である。団体の目Sは川崎

市TUVる幼稚園WXのYZ[\]と^_

である。`aTしているのはbc研修であ

る。

・defghのij

・kgのdeflmnopqrTsいて

tいuv[wxy[z{[|}~��e�

・先生とは�TfのlW�る�。kgの��

l��def�の���X�の�vT�

�して�しい。z��Tで�る�[�生�

る��l��てい�。

�．����　市�・defgh長　�　��

・� ¡¢£しいo¤tdefgh�がで�

�。

・|¥¦�と§¨での©いTª«l¬s。

幼­®はとてf`a�ので[¯°±と²�

³´lとn[µ¶い·¸とz¹l¬ºて»

¯していºて�しい。

�．研修h長挨拶　¼½　¾nd先生

・U�いと¿ÀのÁÂ

・川崎市幼稚園協会の`��目SのÃsとし

てWbcのÄÅÆ上が上Ç¢Èる。Éの�

vの研修�ので[��Ê¥の研修lËÌし

てmno¥でいºて�しい。|Íが`aで

ある。

Î．¿Àのことば　ÏÐ　ÑÒd先生

tÓ½¼幼稚園�

・Ã�でÔ¾Õ[Önの先生T×ØÙる。

研修会では�Ú��が|Ûるので[ÉÈl

Ü¡してい�[ÝlÞ��ßà�áXâと

してãÌºていºて�しい。

ä．åæçè

éーマ「�のし�・��¾し�・�いせsT」

　　　»¯Ù�vT

ç師　高橋　¡ほる先生

〈内容〉

○def�の�dTsいて

・� [Î はあºとい�間であn[毎kが

£鮮である。

・¨T慣Èて��＝安心とい��。この安心

がとてf`aである。

・¾¦�ちとVてい�いdT対して[Éのd

の好��fのがある¡e�¡[e�し�¢

安心Ùる¡l考�る。

→defTよºてW師の位置[声のyーンl

変�る。又[いろ¥�姿ldefT見せる。

É�Ùる�でゆとnが出て安心Ùる。de

fは心の準備が必要�のである。

(例) Éのdの前で転¥でみるt体l使��

      ÉのdTぶs¡る[fのl落とÙ

　　　　　　　　　↓

◎距離l縮vてい�[defが心l開�よ

�T働�¡Vる。t声¦VではいV�い。�

○仕�の手順Tsいて

・先輩の先生は手早いのT[z�は�ぜ遅�

�るの¡。�ぜ遅��ºてし¾�の¡。

→遅��ºて当�n前。経験が�い¡¢見通

しがs¡�い。早目T聞いて確認Ùる�が

`a。

◎聞�と�のポインytほ�È¥É��

①報告

②³絡
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③相談

●自分の案を持って聞くこと。そして、その

場と次の日に２度お礼をする。

●ポイントをしぼって、まとめて聞く。

●礼儀正しく言葉遣いにきをSTる。

UVWXのYZ[\]^_る`

●aいbイcンd^聞く。

●聞いefをghにとる。Uiをjklm`

●noをpくqrstとuす。

●しぼvwxをしてymuす。

●z{を聞く。Uj|しlSykいの^聞く`

}~���に[��S。

��会����と�

��会����l_るとい�f。�会��

��として、��kとき[����してい

m�るy。��^いm�るy。�いk�に

[�いkiをしkい。と[に�きている。

����としてj�しkxl_る。|��の

��、V �の�����y。

¡¢£kfとして

1¤ ¥¦の§¨U自分ym§¨する`

©¤ T]めUª�«いにkmkい�いい¬­

をVS`

®¤ ¯るく、°っくv、±²にU言葉`

³¤ iをjてo´するUµyい¶·`

●¸ン¹�¹º�c»�¼�½¾ン

U¿À、¶·、言葉ÁÂのÃて`

●¹�¹º�c»�¼�½¾ン

U言葉`

}¸ン¹�¹º�c»�¼�½¾ンをj�す

と、�ymのÄÅlとTる。とて[¢£^

_る。

�いいÆÇをÈTa�。

U_vlと�、ÉÊしいË、��しい^す、

すÌmしいÍすてき�kÎk�`

}Ï�[ÐにÑ¢Òきk��Óと言って_Ô

る。¢£k��とい�fをÕÖる。

U自×ØÙÚÛ�yÜいいÝÞß�`

�à �áのâに_るàãの�äと�

åav�こæとkる。

çèÅXとkる。

③é助Xとkる。

④共\作業Xとkる。U共感し«Öる。̀

⑤hデºとkる。

}悪いfをしeときのÏ�[に対して、注意

するf[¢f�låのav�こæに[k

るfl¢£。èÅXとkv、本質性�j抜

く。

}Ï�[�j|しl^きkいeめ、少しpめ

に言�f。個別に¦lyyるÏ[\様^_

る。

�まとめ～¢£kf～

å最初ym最後ま^安Ã^_るf

ç¥�の位置

③Ï�[のペ�スをV障する

④緊急�、自分l平静^いるf

⑤場所Uここymここま^とqrstÊせる`

⑥£v上Ô所のいいbイcンdU怪我にSk

lmkいa�に`

⑦帰vの¶診Usズ、怪我、熱k�`

第２回　新任教諭研修会

月　日　平成 20 年５月 21 日（水）

場　所　国際交流レセプションルーム

講　師　舘　紅　先生（しらこばと幼稚園園長）

テーマ：「保護者とのコミュニケーション」

俯瞰図番号　F1 －Ⅰ　F2 －Ⅰ

〈内容〉

�新��代を振v返って

�電uの受T方l難しい。

�仕fの�ál悪い。

�¥輩の¥�のa�にkmず、物fl�まく

いykい。

…園のâ^�に�Sことを１S考Öて§って

xる。
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（例）戸閉まり、紙芝居の整理、最後まで

見て確認するなど

◎義務的ではなく、自発的に行う。

◎自分の日案や保育がSTくUVWXY、はW

Zて[ど\は]Z^VWの_`う^Xaりb

る。

◎cdefgは、hiのjkや^jlmVてn

oす。

◎pqがrsになる。

tuVWvにwZて

xyzUUvは、自分がuVてUるvliに

{す|X。

}~������

�自���

�自分がuVてUるvl{Z�う。

���j�W~���に�る発�。

x発�j�W��（uVてUるv）

�保��Xの���������の�り�

 ¡y[が¢£Z、[ど\の{l¤¥て¦§

¨が©UªXUう«¬に­®j�てUるの

ではなU^Xn¯になVてZまう。°、±

�が²の保��に\³kVてZまう。

�保��が´µiで«¬の¶l·¥てUる

�¸¹�º�にwZて、保��が»¼½で¾

る。

�¿{などに�る保��ÀのwÁ。

�ÂÃÄの保��（保育ÅlのÆく）

�すÇにTがÈてZまう[。

�自分の[が�ÉlするXn¯ÊÁする。

��ÉのËÌ（ÍÎ�ÀのËÌがÏZU）

�ÂÃÄの保��に、vÐlÑて{ZてUU

の^。

�保��XのなÒで\なU会{l、どのÓÔ

Xるの^。

�T紙に�くglÕjÖ、¿{や保育�に×

Øてくる。

�Ù£Úに³ÛWU|Xl{±うXするがす

ÇにÜVてZまう保��。

�mÝSがりの[でÞは自ßlàZWUが行

áがâVてãäÖ、ÑてTlåZてZま

う。

�fæç（発è遅滞）でオムツが��てUな

U。保��Xどの�うに連絡l�VてUV

WäUU^。

��ÉのËÌlZW後、初めは¦大丈夫で

すªX«VてUWが、¦|�はひどUので

相Tに³Ûて下jUªX«U直j�WÚ。

�´µiのÞ（都�のUU分^äなU）

 §¨¦車での登£はo遠慮下jU。ª

Þ¦私、日本語k^äなU。ª

�[ど\の日焼けl嫌がる保��。

�ÝょVXZWvで¿{lZてくる保��。

�¿{がつながäなU。

�卒£çX在£çlmつ保��^ä、¦前は

d_VWのに今はなぜdなの^？ªX«k

�る。

�父Þの連絡不足。

�連絡帳にÞ同士のトラブ�が書Uて¾VW

り、§¨^ä注意ZてほZUなどX書Uて

¾る。

�[ど\l叱りまZWX連絡lZWä、必要

以Sに謝VてYWり、[ど\に謝äせ�う

Xする。逆に、¾てつけに謝äせ�うXす

る親\Uる（注意ZW§¨に不満が¾る。）

◎|の�うな問題はど|の£に\¾る|X。

自分の胸に秘めÖに主任や£長§¨にËÌl

する。

◎³Û�に気lつける。

“叱りまZW”“注意ZまZW”では、親が»

¼½に。¦少Zk^äなU|Xが¾VWので

ã{ZてãYまZW。ªなどX³ÛるX良U。

☆保��に{lするXYは 

x個X集団ではZつけが違うXUうvlZV

^りX³Ûる。

x«k�るÕりにするのは教育になäなU。
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○子どもと大人の思考の形

大人＝思考→感情→意思決定　   並びが

子ども＝意思決定→感情→思考     違う

・子どもはおもしろいことは何でもする。

興味があるから力強い子どもSTる。

→子どもがUVSWXYいZ。

○[\が子ども]^ると_

・`aというbからcY]^Yいる。

defghfijでklしYいる。

○子どものmいTnopいqはrst。u

・いvqwx

・qyTzい

・はrZしTzい

・r{Tzい

・s{ですt

・tしTzい

|}定~は��Tい。

○�るという�の大�z

　　　^る　　　���

�る　^�vる

　　　^�{る　�情f��]^る

　　　^�{る

　　　^�し

���子どもが��いY_�

　　子どもが�xs

　　　　　　�

・す��]�vるのか

・�Xと��]するのか

・^�XY�るのか

○子どもと��と�との ¡

　子

　　　　　　��　　　　　　　�

　

|¢力]£�£�¤�¥¦Yいv§f子ども¨

`とTる。�しYfす§らしZ_©いTª«

¬­®¯°ST±f²³´と�TがXYいZ。

○²³S�Tがるµn�¶師とのV習�

p先kfい�もうyの子がお世話STXYお

±qすuS対しYf保W者はどう返w§いい

か。

×こyらこ�お世話STXYお±qす

子どもが先k]お世話しYいTい。

→挨拶はいろいろあるがf

pµk懸g過ごしYお±qすがf至らTい

ところもあ±qすがf頑張±qす。u

・�X�µnで`]�か�f結び�vる。

\の気持y]どうとらえY²³S�Tげ

るか。

|`がこもXYいるかでf²³S�Tがる。

第３回　新任研教諭研修会

月　日　平成 20 年６月 18 日（水）

場　所　国際交流レセプションルーム

講　師　中右　貴久先生（俳優・歌のお兄さん）

テーマ：保育の実践

俯瞰図番号　E5 －Ⅰ　E6 －Ⅰ

£．p£丁目のド«¦こu�かむf逃げる

①♪£丁目のド«ネコ

�右手のひとzしdで

左手の\d]４回叩Z�　　絵

②♪２丁目のZろ¦こ

�右手のひとzしdで

左手のひとzしd]

４回叩Z�　　絵

③♪３丁目の�v¦こ

�右手のひとzしdで

左手の¨d]４回叩Z�　　絵

④♪４丁目のとら¦こ

�右手のひとzしdで

左手の薬d]４回叩Z�　　絵

⑤５丁目の¦ず�は
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（右手のひとさし指で

左手の小指を４回叩く）　　

⑥♪追いかけられて

（両方の手をひとさし

指にして、指を動か

しながら左右に動く。）　　

⑦♪あわてて逃げこむ

（右手はひとさし指、

左手で穴をTくU）　　

V♪穴のWXYZ[

（右手を左手の穴に\れ、

YZ[で]の^_を`U）　　

abcdefのghiこjakl

（mX⑥nではop。q手の指をさしていく。）

⑦♪あわてて逃げこむ

穴のWXYZ[

（rsいに指と穴にしt

手をYZ[でTかuvw

逃げtw`U。）

xbcdefのghyzj{|}にな~て��。

��~てで�U手��のdT。nt、dkXa

k、�k�で�で�U手��であU。

������していくと�w�がU。

４bcむ`uでひらいてj

♪む`uでひらいて　てを�~てむ`uで

ntひらいて　てを�~て　�のてを　

��に

�♪��にXの��を��Uことで、��な�

のに��`Uことがで�U。

（�）

♪��にX（手を�h�hさ�ながら

　　　　　　rひさnになU）

♪�こにX（手を�こにして���に

　　　　　　なU）

 bcr¡uと�¢この�tj

♪これくらいの　r¡uと�¢こに

rに£wrに£w　¤¥いとT¦て

�§¨し¥�がに　©nしrª~て

にupuさu　さくらu«さu

しいtけさu　©«�さu

あなのあいt　れuこuさu

`pのとr~t　ª�

�¬­のr®¯、小さいr®¯、°�いr®¯

な±���²³の´[�な±でµし¦U。

�rに£wではなく、¶�g·�チ�で�U。

♪これくらいの　r¡uと�¢こに

¶�g·�チ¶�g·�チ

¤¥いとT¦て

からしバタ[に　こなチ[ズª~て

´マ´さu

（10�10�x）　

ハムさu

（８�６�x）　　

nあUい　nあUい　さくらu«

`pのとr~tベ[z�　　

（ベ[であ~かuベ[をし、z�で頭を叩く）

６bcＹシZツをtt��jakl

�dkは°k役、dkは子±�役になU。

子±�役の子は仰向けに寝U。

m♪パパのＹシZツをtt��　　

（拍手を`U）

♪シワシワをピ[�との¢して

（子±�役のkのrなか

から、左右にさ`U動�）　　

♪ボタ�をと¦nし¥�

（rなかをく`ぐU）　　

②♪パパのＹシZツをtt��

（拍手を`U）
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♪両方のそでを合わせて

（子ども役の人の手を

片方ずつ胸の前で合わせる）　　絵

♪２つにたたもう

（子ども役の人の足を

取り、頭の方へ倒す）　　絵

③♪パパのズボンをたたもう

STSTをUVンWのXYて

ボZンをW[\Y]う

（^W_`ab）

c♪パパのズボンをたたもう

（d手をする）

♪すそをeわせて

（子ども役の人の足を

eわせる）　　

♪２つにfり\Y]う

（子ども役の人の

ghiをfjす）　　

kl子mnopどでqうWrst

uvwにxどjyz２人{

^♪jj|Wう}~xにxどjy

（子どもの����を�W�Y指

で触れるt）

♪jj|かe}~xにxどjy

（子どもの左���を指で触る）

♪jj|`s}~xにxどjy　

（子どものfでjを指で触る）

♪jj|fXe}~xのにxどjy

（子どものeごを指で触る）

♪�そみ}ぬけて

（子どもの鼻筋を触る）　　

♪だsどうj}]j}]

（子どもの鼻の横から

fでj、���たを通�て

eごにqb、j}]j}]する）　　

②♪jj|キツネににxどjy

（キツネ目にする）　　

♪jj|jぶたににxどjy

（ぶたの鼻にする）　　

♪jj|う�ぎににxどjy

（耳をgに��ぱる）　　

♪jj|�rjににxどjy

（口をWがらせる）　　

♪�そみ}ぬけて

だsどうj}]j}]

（^W_`）

k年少{に向sてsるtl子mnpどでqうW

rst

８vw}�}~pセミz２人{

k子ども役|セミ、大人役|木にpるt

^♪大bp木に}�}~pセミが

（木の\わりをぐるぐる\わる）　　

♪W\�た

（木に抱bつく）　　

♪ミVンミVンミンミンミン

（大bp声で歌う）　　

♪大bp木|踊り出す

（木|体を揺らす）　　

♪ドVンドVンドンドンドン

（木|その\\歩く）　　

♪ぶるぶるぶる～

（体を大bく揺らす）　　

k②番|木の役|eぐらをかb、座るt
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②♪ちっちゃな木に大きなセミが

（木のまわりをぐるぐる

まわる。）　　

♪とまった

（木に抱きつく）　　

♪ミーンミーンミンミンミン

（大きな声で歌う）

ちっちゃな木は踊り出す

（座ったまま体を揺らす）

♪ぐーうぐーうぐうぐうぐう

（座ったまま体を大きく揺らす）

♪ごSーT

（USにVWる）　　

XYZ会な[の\]^_`にabたcWdef

gでhる。

ijklmnoTpmnoTq

♪lmnoTと

（rでlのsをつくる）

♪pmnoTが

（rでpのsをつくる）

♪tンubた　vwx

（rをyzに{きde|}の~に

�を��る）

♪�っ������

�っ������

�っ������

�っ������　　

（rで�ったり��る��を��する）

♪��の���っ�っ�

（��でまるをつくり|rを�に�Wる）

♪}を出bたら

（まるの��らrを�Wる）

♪ごっつT�

（��を�ーにb�|�が�つ�る��を�

わす）

♪heたたたった

heたたたった

（��を�に��|yzに{く）

♪ご�T　ご�T　ご�T

（��を�ーにb�|��を��たり��b

たりする）

��jk ¡¢£な¤¥oTq¦§¨

X©と©ª«を¬�る。

­♪¤¥oT¤¥oT

（�®�）

♪}¯e　°±w

（}を¯う²³）

♪�}に´µー¶つ�まbた

（�で��ら順に´µー¶を

塗る²³）　　

②♪¤¥oT¤¥oT

（�®�）

♪靴磨き　キュw

（�足上�る）　　

♪�くgにネ´タイつ�まbた

（ネ´タイをつ�る²³）

③♪¤¥oT¤¥oT

（�®�）

♪せき�らe　 vン　　

♪そW�ら電話を��まbた

～セµフ～

kもbもb？¤¥ですが…fgに行っ�もe

e？q

kee¤¥♡q
X音楽にdわせ�©ªのまわりを歩e�まわ

る。©ªは�®�をする。

♪トコトコトコトコ～

�bゃWな¤¥|¤¥¤¥

はe|�Tにちは～

（�を振る）

��jkちっちゃな王�|王ª�q¦§¨

X大§«|�[も«になる。

向�edっ��をつなぐ。
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①♪ちっちゃなちっちゃな

王様王女様

（その場でまわる）　　

馬に乗って出かけます～

～セリフ～（大人）

「いい馬でございます。」

（子どもをおSTする）　　

♪UVWUVWUVW

もっXUYZ

（おSTV[まま\る）　　

]♪ちっちゃなちっちゃな

王様王女様

^_に乗って出かけます～

（①`Xab）

～セリフ～（大人）

「いい^_でございます。」

（cdSeいになる）

♪UVWUVWUVW

もっXUYZ

（cdSeいのまま\る）　　

f♪ちっちゃなちっちゃな

王様王女様

gリhに乗って出かけます～

（①`Xab）

～セリフ～（大人）

「いいgリhでございます。」

（子どもをijする）

♪UVWUVWUVW

もっXUYZ

（ijのまま\る）　　

klm「かnちゃの[o」（おpのqrsS）

tu人vでwかいxy。

♪zっzっz{のcいcいcい

おpのqrsS|

かnちゃの[oをま}まV[

~|出て�Z�Sで�|�い[�

��h�h��

t��に�を�Z|���で�Zなど��に

xっ[�}�を�TXcい。

k�m「�け[c　おいも」u人v

t大人��子ども�になる。

①♪�の�で�っ[�sSおいも��

（大人U�ZUo[��Vゃ|�）　　

♪�Vても�いても ¡ ¡ ¡

¢かない

（子どもU大人を�V[£�っ¤っ[£する）

子　Zす¥る¦いも|§ける　　

♪c{V�け[�

（子どもU大人を¨©ってªZ）

♪ySX«V¬どっ«いV¬～　

]♪�の�で�っ[­ちゃSおいも��

（子どもU�ZUo[��Vゃ|�）

♪�Vても�いても ¡ ¡ ¡

¢かない

（大人U子どもを�V[£�っ¤っ[£する）

大人Zす¥る¦いも|§ける　

♪c{V�け[�

（大人U子どもを®いでªZ）　

♪ySX«V¬どっ«いV¬～

f♪�の�で�っ[¯sSおいも��

�Vても�いても¢かない

c{V�け[�

ySX«V¬どっ«いV¬～

°♪�の�で�っ[­ちゃSおいも��

�Vても�いても¢かない

c{V�け[�

ySX«V¬どっ«いV¬～

k±m「ま²るい�{g」u人v

①♪ま²るいま²るい�{g

（�の³をxわzてまるをdZる）

♪´µいちごの�{g

（¶の·で´µをdZる）　　

♪�わ�わ¸リ{ム�{g

（�の³で円を描Zcyにする）　　

♪みSなで食べ[いo
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ねっねっ

（２人組になる）　　

♪クリスマスケーキ　パクッ！

（食べる真似をする）

②♪まあるいちいさいケーキ

三角いちごのケーキ

（①番と同じ）

♪ろSTUVWXるケーキ

（YのZを[\]X^_`_`VWる）　　

♪abcdさeと食べfいね

ねっねっ

クリスマスケーキ　パクッ！

（①番と同じ）

g♪まあるいhhiいケーキ

jkのlVWXるケーキ

クリスマスケーキ

mnoさeと食べfいね

ねっねっ

クリスマスケーキ　パクッ！

pクリスマスのqrにsっftなYuvw

xyz{Sさ|の}ち~e�

①♪Sさ|の}ち~e　　

♪���いf　�ク��n

（Yを���`�に��X���^U�~k

をする）

♪Sさ|の}ち~e���いf

�ク��n

Sさ|の}ち~e���いf

♪とXjあ\XX

（Y��）

♪�ッ��f

（Yを�の����する）　　

p②番��fの}ち~e^g番�c�の}ち~

eを�Sw

x�z{�e�`�っ�t�２人組

p�人�^��j�になるw

p�人���になt^�に��jをの]るw�

 ¡となt^¡�`¢eなjの £WXUる

¤�を¥�f¦W[いuv�あるw

①♪�iな§ �e�`¨っ¨�っ�t¨

hーい¨っちに£WXUる

（Yを©ない�VWる）　　ª

♪�e�`¨っ¨�っ�t¨

�e�`¨っ¨�っ�t¨

�っ¨い�«ーの�っ¨い�«ーの

（�¬をV`�な `��jをUす­る）

♪©�ま®f

（��jを¯i°]る）

x±z{²を³©�f�

①♪パッと´いfµon¶¶

�`�`飛�の�ち«Sち«

ニ�キっと©U� 出Xif

{²を³©�f�

p�詞の中に² fUさe出XUるw

４月�`�っft踊っft す­�iるw

x8z{まち ®ち~Sね�

①♪c�さeの作っfドーbツ�　　

（体を�後に���^生地を¨ねXいるµS

にする）

♪®っ !!　　

（vっUtする）

♪まeまる¨eなに�iUX　　

（Y�まるを作る）

♪®ー !!　　

（vっUtする）

♪SkにjっXいっf`さあ�変

（Y��¬を叩いXYを顔の横にする）

♪Si\と間違®ち~Sね

（Y��）

♪®～ !!　　

（一番�iU驚U）

p驚Uと¨ろ 一番楽�いと¨ろなの�^少

��げさに行Sとµいw

②♪ぞSさeの作っfドーbツ�

®っ !!

まeまる¨eなに�iUX
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えー !!

車につけたらさあ大変

タイヤと間違えちゃうね

え～ !!

③♪リスさんの作ったドーナツは

えっ !!

まんまるこんなに小さくて

えー !!

指につけたらさあ大変

指輪と間違えちゃうね

え～ !!

19TUとっVWうXんYゃにのってZ

[\]\]^_車になって`ab

[cのdefgのhiけjkなlmうにneつ

けるb

[op`qとYてrst^るb

uvwx

1y z{は|}に~Vま�るb

�y ���車�さん^fgのhe�えるb

�のhと���間e�つけ�_車になるb

���� �]_車�

�y _車になkな�った�は�������

��な�に変��るb

第 4回　3 歳児研究会兼新任研修会

月　日　平成 20 年 9 月 10 日（水）

場　所　中原市民館

講　師　高橋　かほる先生

（玉川大学教育学部講師）

テーマ：あそびから発達特性を考える

―保護者対応２（行事について）―

俯瞰図番号　C1 －Ⅰ　C3 －Ⅰ

uvwx

�`q�`qの���� ¡¢�£¤の��e

¥えてlくb

¦�んな`qeYてlる�b

§¨�©ªX«¬­s�®¯`q�°±²の

³³³´Xcµ³な�

¶¨�·¸X¹�ºeつくる�»¼っこ��

³³³½けlな�のop¾ー¿�ÀÁÂÃX

³³³たた�l¼っこ³な�

Ä¨�ÅÆ`q�ÇXÈまま¼と�リÉー³

³³³な�

ÊËのÌ£^`qXあsÍÎのÏのb

ÐÑとYてÒってÈくとmlb

¦�の�X`qの¡Óとはb

[¶Ô～ÕÔまXにこんなÖ^×ったのX�

Ë�の`qになってVてlるb

[¶Ô�ÄÔはØÙÚXÛちÜV^なlb

Y�Y�ÝÞのßà^あs�áiち^XV

たs�âVな`q^ある¤XËはÛちÜl

てã¼Yてlるb\äå×ったÏのは大V

lb

[ØÙ^Ùæçに変�った¤��èÁ«スe

é�¤^大¤Xあるb

�§¨児¦１äåは母�分離^XVな�ったb

u１äåx

１]X`a�UÝÞ`ぼうZ

u２äåx

UÝÞ�áiちと`んXくるねbZ

�[áiちのÈÏY½さ^��るmうになっ

てVたb成長Yたb

�なぜ§¨児に比べてÄ¨児は慣kるの^早l

の�bなぜ大Vくなると慣kるの�b

�[習慣�経験�ら�̀ qのÈÏY½さeÒっ

てlるb

[�通Y^XVてlるb

[目的�識e持ってlるb

�日誌e書く時の¥察につlて

[¥察eéせると¼父母はÙæ�るb

[¥察とは�観察と¥察の違l�

�例�

みんな元nなのにＡちゃんは泣lてlるb

³³↓³¥察
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原因と思われる事を書く。

◎“みんな”という全体を書く事が大事。

全体の中の関係性を捉える。

・プロセスの中の○○を書けるのは担任だけ

である。

・STUVWX大Y。

・大Z[な捉え\では]^性が_われる。

`全体のaを捉える

bcdef[く捉えるg

hijklんな\mがある[。

・nopとのqr

・sだtのuをvwる

・xyUijez{|を}えるg

k~���の��を�える。プロセスを�

�。�lXを�く思��いるという��を

���いる事が大Y。~は��が��い。

�[��Sの事を�������い。e�

����を����く��え��くg

◎��のプロセスの��がで�るのは��だ

け。事 �¡��事¢が大Y。

○£¤¥�¦い�

・§¨が©ª[�い。

・�い事を��lXを全体U�«¬����。

・­®を¯ける°い\を�ない。

e±g

²³�うtで´[あwZµんで��[¶·

k³´[�うtで¸の事を°��いZµん

[¶·と¹��³º�X�と»¼な§¨を

{½け�い�Z�·と°えると�い。

○¾¿のÀÁを~��える

・¾¿の中でÂ¦XのはÃ

`|性eÄÅとÆがÇうとÈるg

ÃÉÊな¾¿の体Ëが大Yである。

e±g

Ì�Í[れるk�体Îを体Ë�る。

・ÏÐkÑなlの|Ò[ÓÇい�ÔÕく。

・ÖÐk×ÁのØがw[ÓÇい�ÔÕく。

・ÙÐkÚd�る事でÇい�ÔÕく。

bÛÜÝÞß�àáâue°ãg

Ã�え�いÔ�tをÂ�る。

e°ãでäå�ないZZだと�えæうuが

çい。g

ÃÀèのªれをVËさµる。e葛藤g

k２学期のÄ己主張�¦ながる。

h集中u

・ÏÐ児k集中��それを楽��る。

・ÖÐ児k集中��物事がØが��いく。

・ÙÐ児k集中��物事のÇいをcえる事が

で�る。

Ã|性がÂ��いないという事は�Çいがわ

[Óない。�える事がで�ない。×Áがな

い。今�こういう�が非��多い。

ÃÄ«がない�はÄÅで選ぶuがない。

　Ä«�Ä立{を¦け�うという事が�教Â

要領改定のテ�マ�Xな��いる。

◎�lXが本Ô�なるXのは発達特性�æ��

いる。

④社会性

Ã基本Àè�道徳性が芽�える。

　ル�ルがなぜ必要なの[を|じるという事

[Ó始�る。e大Æが°い�えるのではな

く�周wがÔÕい�wcえさµる事が大Y

である。g

ÃÄÅが守ろうと�るÔ�t。e危険性がわ

[る�う���。glう��これが必要な

の[を�える事が大Y。eÙÐ児は特�大

Yである。g�lXが¦くw変えるという

事が���るu�なる。

ÃÏÐ児だ��ÓlれくÓい社会を���い

れば�い[。

・集団で¾ぶ楽�さ�|�をÁわう。

・みんなの で物が°える事が大Y。

・リ�ダ�が大Y。z定|がある事が大Y。

・�くさんÄÅの�を¹い�XÓう事が大

Y。e今度は��の�を¹く�う�なる。g

◎年齢が低い�l�§立があ���い。

k徐Ê�lう��う[と�®�放��いく。
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みんなで社会性をつくっていく。

⑤挑戦力（意欲につながる）

…ある程度のところまできた時に、“もう少

しこうしたい”という事がST。

UVWしをXてる。

UYZ[\]る事、^_`aがST。

bcdにeってfgをYhていく事ができる。

ijk性をlってmく事。

bnopとqr時に、s事の意tもuvてqw

るeうに。

xs事とyz事{、|}、事~z

U��`�…�と�の��をnopにm�い

rる。��にsっていく。

U事{の��もの��とSTな事。

����しみ、�しい}を�hるという事を

����������`していく。

��������。

���とても意�している。���、みんな

���に v¡¢るという事。

£��¤¥と¦§。¤¨た©がª�«�なん

���¬という意�。みんなでつく§­®た

���s事という事。

xfgの��`�

�fgたくなるeうな¯°

x±§²の��`�

³r´µく�¶

U·¸い¹う¬·¡とr´[vてしまうとµ

き²をºhる。»©¼くまで½©、¾っく

§と¿hる。

³ÀÁrる�¶

U�ÂyÃうん¬、ÄÅ©を¸·ってく¢な

いとÆっている。ÇhつÈÉ、ÊくËない

事がST。

³ÀÌない�¶

UÍうÎがÍÏをく§Ðしても�Ñ�Ñrる

¬È。sÒがY¸った時に、“¹う、¹¢

でいいん¬e”と vる。

第５回　新任教諭研修会

月　日　平成 20 年 10 月 22 日（水）

場　所　国際交流センター　ホール

講　師　幸福　花江先生

　　　　（横浜市社会福祉協議会

障害者支援センター巡回相談員）

テーマ：障がい児理解と対応

～「統合保育のとびら」の利用のすすめ～

俯瞰図番号　D3 －Ⅰ　D4

³ÓÔのÕÖe§¶

×ØÙÚÛÜÝÞのßànáのâã

Ußànáとy

äåijの��もた©のæçのèで遅¢

のある��もた©も��にnárる形態。

両²の��もた©がd活経験[学習の機

会がn障さ¢なÈ¢ばな¡ない。教Ôに

とってもná観、��も観、価値観を問¸

¢る場であ§学g、成長の場である。

UÙÚÛÜÝÞのâã

ßànáをしているÞが増hている。又、

研修でも力を入¢ている。

２Øk別支援教áについて

�平成 19 年度e§新しく始まった学校教á。

従来の障がい児教á（k殊教á）の幅の拡

S。従来障がいとyÍ¸¢な·ったが支援[

配慮が必要な��もた©（高機能¤閉症、LD、

ADHDな�）を普W教áのèで指導教árる。

将来の社会参加[¤Xに向Èて×人×人のニ�

ズを把握し適Tな指導をrる（個別指導計画）。

�こ¢yÙÚÛÜÝÞがâ在実施しているß

ànáの在§²である。

�近い将来Ü児教áâ場にmいてもk別支援

教á（ná）が導入さ¢るであろう。

�Øk別支援教áということ

xk別支援教áy＝つながる教á

UËi点y��もが「困っている」ことへの

Äづき。（視点をYhてみる）
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○誰かに責任を押しつけない、誰かを「わる者」

にしないネットワークづくり。

・困っている子どもを、困っている保護者を、

困っている保育者を、みんなで支Sる。T

UしをVってもWX。

・保育YZい[\]^_でいい`

aいbcXd

efghijいYkl

・ghijいmn

oWかYpYijいjqrでsbるst

uY困v、wxyなz{。|}~���

���、�����ー���^Y�Y��

�ghi�、��i�、�������i

�^Y��_に��るp��i�で�っ

て^Y�zjU� �¡に¢いてg£�

るもY。|ghi�者支¤¥¦§¨ 1© ¡

ª«�

・ghYi�|¬_�にn­®��る。

¯°ghY¬_、±�ghY¬_

²¯°i�|³にTSるi��

ghY´り、ghYµ¶·�Y¸¹

²���i�

º会�、»¼½¾、[\などYghY¿À

YÁい。

ÂÃÄÅmÆ�についてn、ÇZ保育YmÈW

にÉÊ_ている。

・ÃÄについて

ÃÄÅËÌÍYÎÏn支¤|ÐÑË育て

Ò�YÓÔりをÕる。Öッ×�をØっÙり

ÚÛ´T�るYnÜÁい。

・ÃÄjつかないけ_どÝÞjßàな子ども

áâcっmしÙãでäÖË�い

áåaâmY½わりjæÒ°でçè�ー�

áわjままで�己中心°

á�分YËりÒに固執�る

á１番になるãに�aわる

á�ー�Y�る集団遊Èに参加しない

á思いËりjなく乱暴で挑g°な«�を�る

・家庭でn|個¼t�でn�^_程度気にな

Wない。

Â集団で顕在化�るYjÆ徴。

５f���i�|���ghi��YÆ徴

①º会°相互交渉Y質°異�

|例�¿番j守_ない

②コミュニケーショ·Y質°異�

|例�オウム返し、[\Ykljない

③想像力Y�如

|例�遊Èj単調、危険jわかWない

④感覚異�

|例�naしを嫌jる、好む

²五感j鈍かっÙり敏感aっÙり�る。

⑤「��」Y散漫・集中

|例�壁面などj気になってしまX。

¦¦STりYãjUVTSてしまX。

WfXYZ・集団に¢ける»[・支¤

①子どもにわかりË�い\]をつくる。

・^_`��でabSるなど。

・Ðcndく、１つeつT}をTfる。

・«Xãをgh°に[X。

・iる^_にも気をつける。|jsYkく、

いいÓ}mな_る子Ykく�

・l覚°ÓjかりをmX。[\で[わ_る`

り³でTてわかる。|no、p、qrなど�

・stYuvnwÓなYで、ãxにTUしj

わかる`XにySる。

・«ãなどU�mÁX保育にnÆÛYÝÞを

�る。

②困っÙ«�をzWし{ましい«�を|Ë�

}に。

²困っÙ«�n^Y子Y~è·で�り、い�

ÊつËqrj�る。

・��る�会をÙくÊんつくる。Õ�なm�

�を��る。�UY�を��る。

・�しでも{ましい«�をしnb�Ù^Y

�、^Y«�を��る。

・叱っても効果nない。かSって��獲ÕY

困っÙ«�j|Sる。
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・何時、どういう時、困った駆動をするのか、

した後の対応はどうしているかをよく観

察して背景や理由を考える事が大事。

注意獲得

拒S

TU

VWXY

Z[

・\]^_を`a、bcdeをfやす。

・TUghを`aる。iのjklmる事は何

かを考える。

・nくをopqrstlulmたvよしsす

る。

・wをxmyz{動や|}~{動は��k対

�する�うがよい。

��由時�、何をしてよいのか�かv�い時、

wをxmyz{動が�mやすい。

�����k�ってしpった時

・��の�の�k�v�て��tか�る。

・����を��る。

・��tいたv理由を�く。���を�Vす

る。

� ps¡¢£¤¥¦の§¨~�©ªえ

«¬の­®や¯°の±るjどuは、²³´s

µ�る¶l·¸�¹ºs»¼�µ�°が½T

l±る。

�どのようk¾するsよいか¿える。

ÀÁÂÃっく°ÄしてÅ

lm�いsiÆはÇ¿って±aてÅ

¢ÈÉlÊËÌいÍÎljどuは½qbÏ«

¬する。²³´ksってuいÆいÆのjがい

る事をÐをuってÑeする¶l、やÒしÒや

Óいや°が¦�、ÔÕÖ×いw�観やØÙ観

をutwÚÛbの§Ük�る。

Ý·kÞßà°áâlいmたい事

ãjどusのäåµæをçく¢�V~è度

②jどuを理解する

�個¸化した対応をする

④そのjどuのÍÎ目標を立てる

⑤記録をt�る

⑥１wl抱えyp�い

園全dl対応する

ケ]スカンファレンスの実施

�輩sの連携

⑦家庭sの連携

⑧専門機µsの連携

第６回　新任教諭研修会

月　日　平成 20 年 11 月 19 日（水）

場　所　国際交流センター

講　師　細田　淳子先生

（東京家政大学教授）

テーマ：「教育課程と指導計画」

俯瞰図番号　E1 －Ⅰ　E2 －Ⅰ

〈内容〉

○教¦課程sは…園の教¦目標kそって、各学

年の�活する年�の目標や、そ®ぞ®のÅv

い。

�教¦課程が示Ò®ているのが教¦T領l±

°、Þ³�活の評Øを�って５領域をus

kして考えている。

○ÍÎ計画sは…学�や月ごsのふÒ�しい幼

´活動の年�計画を受�て、幼´の実dk¤

��て計画したuの。

Ý各園の教¦目標が¶©k�っている。

○計画を立てるk±たって…

・Ï�計画

・短�計画

・Þ案

が±る。

〈講師の資料参考〉

１ ¥¦kお�る「計画」の§¨~�考え方

ã¥¦の§¨原理

��«~�活動sしての遊びの¶©sするj
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どもの主体的な生活。援助する事を通して

子どもの育ちを支える。

②保育における計画の必要性

→その場かぎりのものになってしまう事Sな

Tなる。UVW的なXYZ[える\

]保育における計画の^_

→`abをcかdefghiにjkhlSm

Tno保育pになqる。

rstuvwxyにz{しなSn|える→}q

uu~�U��ちez{の^�\→②��u�

��e��の生活を��て�り�る→]計画u

��かnの援助�����を|える→

�保育における��的な計画の�り��子ど

も��かn�まる

�子どもの活{を[えeその��の ¡�^

¢Uz{の^�\を��するU子どものs

£の¤¥\

¦

�VW的な§通しx¨©なSne子どもにª

する«¬を­�するU©n¬の®¯\

¦

�その«¬SU子どもに°�なT\s±²q

る³うな´µの�`U¶·の®¯\

¦

�その´µS¸¹xなる³うなº»の��

U����を¼o援助の|½\

U¾¿て\

À計画の¿½における��的なÁ�

�もしÂ子どもÃちSÄう¬う生活をしÃ¬

xÅって¬るÆなnÇÂÄう¬うmうに援

助し³うÆ

¦

ÈÉÊË計画Ì�のÍÎÏ

rÐ½しÃ¬活{

②活{のÑqeÒ`²qる子どもÃちのÅ¬

�活{のÑq

Ó1Ô保育pの{Õ

ÓÖÔÒ`²qる子どもÃちの{Õ

�Ò`²qる子どもÃちのÅ¬

Ó×Ôその��の子どもÃちS´µするØ

Ù²

Ó4Ô子どもÃちSÚØするÛかnな²

ÓÜÔ子どもÃちS´µするÝまnな²

]Ó×Ôの¶·に�Þ¬て­�²qるeÄの

活{を通して子どもÃちSß体的に´µ

するØÙ²xàá→Â¶·Æxなる。

�â~の¶·をmまえe��てÄの活{を通

して子どもÃちに´µしてãし¬xU¿½

にä¿ってå�的にもって¬Ã\«¬→

Â©n¬Æxなる。

ÀÓ4ÔÓÜÔの¶·に�Þ¬て­�²qるe

Äの活{をæçするâZのè^éxàá

→Âè^é�êë事項Æxなる。

ÓÈ人組になりes際に計画を|えるÔ

○È人組のまま¾遊びをzう。

�アルプf一万尺

�線路à続T³どÄまZも

�お寺の和尚²ん

�おちゃnか

�みかんの花咲T丘

◎¾合Ûd遊びàxても良¬。¬ÝZもどÄZ

もe何もなTてもZÕる。拍子をxる��に

もなる。U拍子に�をÝける\

→特にお寺の和尚²んàeÃっÃのÈ音ZZ

Õて¬るのZ音程SÕちんxxqる³う

になる。音程感覚SÕちんxxqる³うに

なるxelャンプする曲S歌える³うにな

る。

→全ての曲Z¾合Ûd遊びSZÕる。子ども

Ãちにどう�って�りÃ¬かを聞T事Ze

`abS伸びる。自分の�りÃ¬事Z満足

度Sある。
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○手合わせ遊び

・大きな栗の木の下で

・ぞうさん

・“今日の保育で歌ってきた歌”で手合わせ

遊びを考える。

◎手合わせ遊びは父母の方にも教えてSTてU

VW。XYW父母はZ[も\[の]うに遊ん

でWW^わ^_なW`

◎aをbえたcd手をbえる\efにghる。

○Z[もの歌iにjWて

・Z[もの歌iにはd[なる・kVWi・Z

[も_VWiのlmnhSる。

o[なるはdpqにrをstの[をuvる。

wなxd[なるの^。

Xyz`

・{|}たW~o歌う���で{|j�を�

�る]うにする。

・保育者h[な_せてWる~

o×元気に~大きなiで~

◎大きな口をS�てうたってね。

　ピアノの音を聞Wてみてね。

　他の友だ}のiを聞Wてみてね。

◎Z[ものi帯は小さW。肺活量も少なWのでd

そんなに大きなih出るわ�ではなW。

◎リラックスVた_[な_なW。大人hZ[も

の前で揺tる。そtに]ってZ[もも揺tて

歌うのでdそtを誉vる\良W。

●「[こ^ゆこう」　交互歌を歌う。

●「十五夜さんのも}jき」　手合わせ遊び


